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、 。長い夏休みも終わり 本日の始業式では子どもたちの元気な声を聞くことができました
夏休みの期間中も、サマースクールや部活動(５年生～９年生)、今月実施される運動会の
練習と途切れることなく子どもたちの姿を見かけましたが、本日の様子からはまた一段と
成長した顔立ちで３時間目からの授業では、２学期への意気込みが感じられました。
夏休み中はお陰様で大きな事故や事件もなく、５年生の日光林間学校では３日間の活動

を通して学年としてのまとまりと、５年生のパワーを存分に発揮してくれました。また、
８月上旬の区民まつりでは、児童生徒会の活動や吹奏楽部の演奏に対して地域の皆様から
お褒めのお言葉をいただきました。
さて、２学期は９月２１日（日）の運動会を皮切りに幾つかの学校行事や学年行事が予

定されていますが、１年間を通じて一番落ち着いて学習できる時期でもあります。２日に
は早速９年生の第２回学習確認テストがおこなわれますが、９年生に限らず２学期はどの
学年も落ち着いた学習体制に力を注ぎたいと思います。
８月２１日(木)、２２日(金)の両日、本校と総合体育館を使用して日本連合教育会研究

大会が行われ、全国から１０００名を越える先生方がご来校されました。亀井浩朗会長に
は品川区の教育改革においても様々な御提言をいただいているところですが、２１日の分
科会では前校長の菅谷正美先生がパネルディスカッションのコーディネーターとして参加
されました。また、本校の実践として吉川信次教諭による「小中学校９年間の一貫した系
統的な教育課程の編成」の発表には多くの質問が寄せられ、一貫教育に対する関心の高さ
を実感いたしました。２２日(金)には中央教育審議会会長の山崎正和氏の「公教育の基本
的方向」として講演がありましたが、そのなかで子どもの個性を育成する以上に、スキル
教育の重要性を強調されました。すなわち 「読み、書き」がきちんと身に付き 「みん、 、
なで決めたことは、みんなで守る」ことを繰り返し教え込むことの必要性です。
２月に示された新しい学習指導要領では改めて「生きる力」の育成が強調されました。

、「 」 、 「 」本校では 生きる力 という言葉が一人歩きしないように 全ての教職員が 生きる力
の理念を理解し実践する姿勢と行動を示していきたいと思います。

西五反田一丁目町会・五反田商店街振興組合 が「国土交通大臣表彰」を受賞
８月２９日(金)、上記の２つの団体に対して平成１２年から続けられている清掃活動等

が五反田駅前の環境美化向上に大きな役割を果たしていることが認められ、今回の受賞と
なりました。この活動は毎月第２土曜日の早朝、五反田駅周辺の道路の清掃、違法看板の
撤去等を行っており、日野学園の児童生徒会も積極的に関わり沢山の子どもたちが参加し
ています。今回は佐藤正夫会長と狩野享右理事長のご配慮で表彰式に児童生徒会代表も出
席させていただきました。今後も継続的に参加していきたいと思います。

９年生・塚田惟玖君、大分国民体育大会に東京都代表選手として出場決定
８月に長岡で行われた「全国中学校体育大会・水泳大会」の背泳ぎで優秀な成績を残し

た９年３組の塚田君が東京都代表として出場することが決まりました。ＰＴＡのご厚意に
より垂れ幕を作成し掲示させていただきます。塚田君の健闘を祈ります。
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日野学園に勤務して 副校長 上 田 晃 一

日野学園の副校長として５ヶ月勤務しました。施設一体型の小中一貫校という意味では、伊
藤学園での生活と基本的には同じで、特に戸惑うこともないのですが、視察に対する対応が非
常に多いことを感じます。やはり 「最初にできた…」ということが多くの方からの注目度の、
違いなのか、日野学園に課せられた使命の大きさを痛感しています。何回かの視察対応に同席

。 「 。」 。する機会がありました 施設の案内をすると 私立の学校みたいですね とよく言われます
新築であること、１年生から９年生までの学校生活を支える施設であることを考えれば、決し
て贅沢なものではなく、あまり施設に注目されることには違和感を感じます。逆に言うと、小
中一貫教育そのものに関心が集まるよう、日頃の教育活動を充実し、成果を上げて行かなくて
はいけないと考えております。
本校に入学、転学を希望する保護者や児童・生徒の皆さんにも同様のことを感じます。

なぜ本校を選択したのか、選択しようとするのか今一度振り返ってみてください。保護者
の方においては、我が子に少しでも恵まれた環境で教育を受けさせたいという気持ちでお

見えになる方がたくさんいます。大切なことは、その進路選択で
何を目的とし、子どもがそこでどのような生き方をするかだと思
います。親としては、楽な人生を歩ませることではなく、困難に
出会ってもそれを乗り越えるたくましさを身に付けさせていくこ
とではないでしょうか （遠方から本校を選択しても通学が大変で。
遅刻が多くなってしまうようであれば本末転倒です ）私たちは、。
生きるたくましさを身に付けさせるよう、学校生活の中でそれぞ

。 、れの子どもたちにあった負荷を加えていきます 学校と保護者で
同じ歩調で子どもたちに接していきたいと思います。
今、本校の児童・生徒にとって一番大切なことは学力をつけること

です。それは決して楽なことではありません。簡単に知識を得、テス
トの点数を上げることを目的とした生き方では、困難に打ち勝つ力は
育ちません。困難に向かう気持ちが育てば自ずと学力も上がっていく
ものです。教職員一丸となって、いま努力しているところです。皆様
のご協力よろしくお願いいたします。

５～７年ブロックから
５～７年ブロック長 加藤 伸作

５～７ブロックは、５年２学級・６年１学級・７年４学級の７学級で構成され、学園内でも特に広々と

した４階のフロアを共有し、全教室が日当たりの良い校庭側に連なるという恵まれた学習環境のも

とで、伸び伸びと学園生活を送っています。

小中一貫校の特色がもっとも生かせる５～７ブロックでは、５・６年生も参加する委員会や部活な

どの児童生徒の活動を重視し支援するとともに、給食指導やチャイム着席などは学年を越えて、ブ

ロックとして取り組んでいます。

また、月に１度のブロック朝礼も教員

・児童生徒ともにブロックを大切にした

集会を心掛けています。

６年と７年は、合同移動教室や事前・

事後学習でともに活動することが多く持

てましたが、２学期は５年生を含めたブ

ロックの行事を実施することにより、さ

らにブロックの絆を強くしていきたいと

思っています。



第３回運動会ＰＡＲＴⅡ 運動会委員長 井 口 明

まもなく 「第３回運動会」が行われます。６月に行われた運動会が５～９年、そして、
今回行われるのが１～４年の運動会です。過去２回の全学年での運動会の反省を受け、今
年度は、５～９年は春、１～４年は秋と分けての開催となりましたが、一貫校としての特
色を生かした運動会が開催できるように様々な工夫を行いました。
まず、１～４年の児童だけでは、用具の準備などの係作業を行うことには困難が予想さ

れます。そこで、係の作業の補助を、主に７年生に担当してもらうことにしました。これ
は、５～７年ブロックのリーダーである７年生に、リーダーシップを存分に発揮してもら
うというねらいです。春の運動会でのノウハウを生かし、各委員会や部活動のメンバーを
中心に、ボランティアも募って取り組んでいきます。

、 。 、また １～４年生と高学年との交流競技も行います 低学年の児童が高学年のお兄さん
お姉さんたちに『挑戦』するような種目を考えています。
さらに、１～４年が中心の運動会になることで、より間近に子どもたちの活躍の様子を

見ていただくことができるのではないかと思います。各学級を紅白の２チームに分け、競
います。もちろん、日常の体育活動の成果を発揮する場でもありますので、競技・演技以
外の整列や行進などの姿にも注目していただければと思います。
開校以来初となる１～４年の運動会。日野学園

の新たな１ページとなるよう、全員が一丸となっ
て取り組んでいきます。当日は、たくさんの方に
ご参観いただき、児童の活躍する姿に大きな声援
を送っていただけますようにお願いいたします。

日ごろの行いがいいのはだれ？ ５年学年主任 板 橋 海

５年生は、７月３１日から２泊３日の行程で日光林間
学園に行きました。
今回は、キャンプファイヤー、テント泊、ハイキングな
どすべての野外活動を実施することができました。にわ
か雨や雷雨もなく、これほどまでに順調に活動できたの
は 日ごろの５年生の行いがとても良いからでしょうか？、
林間学園では 「テントで寝るのは大変だった 「第一、 」
日野小のみんなと楽しくキャンプファイヤーできた 「花」
火をまたやりたい！ 東照宮の鳴き竜には感動した 牛」「 」「
の乳はあまり柔らかくなかったことをはじめて知りまし
た」など発見、驚き、感心の連続でした。この夏１回限りで終わらずに学んだことを今後
も学習や生活に活かしてていってほしいと思います。



2学期もがんばる、保健環境指導部です 保健環境主幹 大滝 さつき
、 、 、 、 、学校保健委員会をご存知ですか？毎学期ごとに管理職 教員 学校医 学校歯科医 医学校薬剤師

（保護者）が集まり、子どもたちの健康について話し合う会です。 学期末に行われた学校保健委員1
会では、校医さんに定期健康診断の結果から、お話を伺いました。

健診の結果、治療が必要なお子さんには、学校から治療を勧めるお便りを出しました。しかし、ま

だ治療が終わっていない児童生徒が多いので、至急病院にいってほしいという話がありました。特に

虫歯は治療が終わっていない子が多く、また、放っておいても治らないので、保護

1者の方にももっと呼びかけたいと歯科の校医さんがおっしゃっていました。また、

学期、身近で発症があった麻疹も、ワクチンの接種がまだの児童生徒がいるので、

早く接種してほしいとの話もありました。日本は先進国の中ではワクチン接種率が

遅れているので、ワクチンへの正しい理解を呼びかけていきたいというお話もあり

ました。学校保健委員会で課題となったことは、保健指導部として、 学期にも取2
り組んでいきたいと思っています。次回の学校保健委員会は 月９日です。保護者の方にも参加して10
いただき、子どもたちの健康について話し合いを深めていきたいと思っています。

給食関係では、 学期にも楽しい企画がたくさんあります。毎年実施しているバイキング給食・交2
流給食、文化祭当日のお弁当給食、児童の祖父母の方をお迎えするふれあい給食に加え、今年は自分

で食べたい献立を選ぶセレクト給食を行います。給食委員会の子どもたち

と実施計画を作成中です。

ISO環境関係では、夏休みに家庭で取り組んでいただいた品川区版学校

の取り組みをまとめ、活動・実践の幅を広げていきたいと考えています。

2子どもたちからいろいろなアイディアを出してもらおうと思っています。

学期も保健環境指導部、がんばります。

９月行事予定
火 水 木 金 土 日月

１ Ａ週 ２ ３ ４ ５ ６ ７
校庭始業式・給食始 学習確認( ) 保護者会（ ） ＰＣ自作教室 ＰＣ自作9 1~6
開放防災訓練 身体計測（ ） ～ 身体計測（ ） 身体計測（ ） 教室456 15:00 2 1

金曜日時程 身体計測（ ）3
８ Ｂ週 ９ 10 11 12 13 14
安全指導 常任委員会 金曜日時程

ｽﾍﾟｺﾝ
15 16 Ａ週 17 18 19 20 21
敬老の日 ＦＰ 運動会特別支援 児童生徒会選挙

（ ） （ １～ ４ ）ＰＴＡ運営委員会 連合運動会 9
休（ ～ ）5 9

25 26 27 2822 Ｂ週 23 24
振替休業日（１～４） 三日野小秋分の日 校内研究授業 常任委員会 水泳指導( )4
通常授業（ ～ ） 運動会5 9 運動会予備日

29 Ａ週 30
１０月１日（水）は都民の日です。連合体育大会 社会科見学（ ）4
学校はお休みになります。（中学） 水泳指導( )3

連体予備日
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